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'潜労蓋
さ
る
四
月
十
五
日
市
役
所
大

会
議
室
に
於
て
昭
和
三
十
五
年

度
市
内
の
納
税
貯
蓄
組
合
長
会

議
を
開
き
各
組
合
長
さ
ん
の
日

頃
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に
席

上
昨
年
度
優
良
税
納
貯
蓄
組
合

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
に
は
各
納
税
組
合

長
一
六
二
人
を
始
め
来
賓
及
び

市
当
局
関
係
者
で
お
よ
そ
一
八

○
人
が
列
席
し
て
盛
大
に
催
さ

れ
ま
し
た
。
殊
に
本
年
は
納
税

難
錨1踊灘
戯J E二

学職f-f"

日お源
り
な
き
前
進
〃
《

納
税
貯
蓄
組
合
法
成
立
十
周
年
を
記
念

旧
組
合
、
個
人
５
人
を
表
彰

鞭:q

《

;

貯
蓄
組
合
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
十
周
年
に
当
り
市
税
納
入
に

当
っ
て
の
納
税
組
合
の
重
要
性

は
益
々
認
識
さ
れ
つ
入
あ
り
当

市
に
於
て
も
昭
和
二
十
九
年
の

市
合
併
時
に
は
僅
か
六
三
組
合

を
数
え
る
の
み
毛
あ
っ
た
が
市

当
局
の
適
切
な
指
導
と
市
民
一

般
の
熱
意
と
に
よ
っ
て
本
年
三

月
末
日
現
在
で
は
組
合
数
に
於

て
一
六
二
、
組
合
員
に
於
て
は

二
、
七
六
三
人
の
多
き
を
算
す

*N

L津

繍灘 識
在
が
市
財
政
確
立
の
為
に
役

立
っ
て
届
る
か
が
判
断
さ
れ

生
す
。
市
に
於
て
も
か
か
る

観
点
か
ら
組
合
の
育
成
強
化

に
つ
い
て
は
術
に
輪
柿
的
で

あ
り
稲
為
苦
心
し
て
居
る
処

で
あ
り
ま
す
か
納
税
組
合
補

助
金
交
付
等
に
よ
っ
て
そ
の

育
成
に
勉
め
て
居
る
処
で
あ

り
ま
す
。
参
考
．
ま
で
に
昭
和

三
十
五
年
度
に
於
て
各
組
合

に
交
付
し
た
柿
助
金
奨
励
金

の
額
は
九
三
万
円
に
班
上
り

ま
す
・
当
日
の
彼
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
て
す
。

◇
組
合
の
部

（
高
秋
）
旭
川
納
税
貯
蓄
組

合主
婦
〃

松
波
町
〃

島
名
仲
町
〃

肥
前
山
四
〃

１１

″

肥
前
山
二
〃

秋
山
下
〃

石
滝
東
部
〃

（
松
岡
）
殿
町
〃

雄
の
尾
〃

永
田
〃

川
側
下
〃

る
に
至
り
中
し
た
」
亦
組
合

を
通
じ
て
納
入
す
る
市
税
の

総
額
は
二
一
三
八
万
円
に
も

達
し
如
何
に
納
税
組
合
の
存
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情喜五

凱平

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

る
新
腱
業
委
員
の
選
挙
は
四
月

二
十
流
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
の
定

大
工
町
〃

（
高
岡
）
大
畑
〃

◇
個
人
の
部

金
沢
敬
太
郎
（
仲
川
三
）

議蕊
数
は
十
六
名
の

と
こ
ろ
二
十
名

の
立
候
補
者
を

数
え
、
市
制
以

来
初
め
て
の
投

票
に
も
か
か
わ

ら
ず
選
挙
に
対

す
る
関
心
は
高

く
、
七
八
・
六

六
％
と
い
う
投

票
率
を
示
し
、

雌
事
に
終
り
ま

し
た
。当

選
し
た
新

農
業
委
員
は
左

記
の
通
り
で
す

市
内
大
字
秋
山

沼
田
才
助
（
北
方
宿
）

今
野
賦
（
浜
の
町
一

川
上
諄
（
行
人
塚
一

鴨
田
四
郎
次
（
井
戸
沢
）

市
内
大
字
高
戸
七
二
五

今
川
香

市
内
大
字
ｋ
君
田
四
八
三

井
坂
盛
一

市
内
大
字
上
手
綱
三
児
の
一

鈴
木
末
吉

市
内
大
字
烏
名
一
ニ
ハ
九

堀
田
富
寿

市
内
大
字
下
君
田
一
三
二
七

鈴
木
卓
見

市
内
大
字
石
滝
四
九
三

鈴
水
正

市
内
大
字
大
能
五
五
九

鈴
木
為
知

市
内
大
字
中
戸
川
一
七
二
六

三
代
進

市
内
大
字
下
手
綱
七
○
四

篠
原
新
之
助

市
内
大
字
赤
浜
一
五
三
三
の
一

飯
泉
道
太
郎

市
内
大
字
商
萩
八
六
一

神
永
四
郎
吉

市
内
大
字
秋
山
二
○
○

大
都
直
輝

市
内
大
字
上
手
綱
四
五
四

下
山
田
栄
三
郎

市
内
大
字
下
手
綱
二
七

下
山
田
市
夫

く
″
～
く
く
く
く
く
そ
…
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で
り
で

よ
ま
よ
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時
時
時
時
〉
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》
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
年
金
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
私
岬

》
達
の
生
活
の
不
安
は
取
除
か
れ
、
者
後
に
そ
し
イ
不
時
の
災
難
岫

再
を
受
け
た
時
等
に
は
年
金
に
よ
る
生
浦
保
障
が
確
立
さ
れ
ま
し
皿

》
た
。

一
本
市
の
州
入
若
は
昨
年
の
十
月
一
円
受
付
開
始
以
米
町
民
各
唖

一
付
の
御
協
力
に
よ
っ
て
、
三
月
末
現
在
、
八
四
、
一
％
の
四
、
出

》
五
八
七
人
に
達
し
極
め
て
優
秀
な
成
紙
で
こ
の
制
度
か
実
施
さ
皿

一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
と
各
保
険
者
に
と
っ
て
は

保
険
料
の
納
入
方
法
は
川
当
の
ロ
ス
が
生
ず
る
こ
と
と

国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
存
じ
ま
す
。

て
は
既
に
御
存
知
の
こ
と
と
恩
こ
う
し
た
観
点
か
ら
保
険
料

い
ま
す
が
、
毎
川
三
十
流
才
末
は
手
間
を
は
ぶ
い
て
、
よ
り
簡

満
一
○
○
円
、
三
十
江
才
以
上
雌
に
、
し
か
心
碓
実
に
納
入
の

一
五
○
円
の
刷
民
年
金
印
紙
に
出
来
る
印
紙
光
棚
と
検
認
事
務

よ
っ
て
保
険
料
を
紬
い
て
脱
ぐ
機
樅
を
砿
州
す
る
こ
と
は
市
民

こ
と
に
な
り
ま
す
。
の
禰
祉
哨
進
の
た
め
又
は
、
サ

こ
の
納
入
方
法
は
、
韮
本
川
１
ビ
ス
の
点
か
ら
も
当
然
の
こ

に
は
被
保
険
者
各
自
が
年
金
印
と
で
あ
ろ
う
と
券
え
ま
す
の
》
で

紙
を
購
入
Ｌ
、
自
分
の
年
金
手
保
険
料
の
最
も
納
入
し
易
い

帳
に
は
り
つ
け
三
ヶ
月
毎
に
市
方
法
を
次
の
様
に
決
定
い
た
し

役
所
で
溌
認
を
受
け
る
こ
と
に
ま
し
た
。

な
り
ま
星
一
・
″
が
、
本
市
の
様
に
広
⑩
納
税
貯
蓄
糺
令
に
お
願

大
な
地
域
に
分
散
す
る
市
民
の
い
す
る
方
法

立
場
を
考
え
ま
す
時
、
ど
う
し
②
市
転
員
が
恋
期
的
に
出

て
も
保
険
料
納
入
の
方
法
を
組
張
検
認
寸
乃
方
法

織
的
に
、
し
か
も
計
画
的
に
行
③
市
役
所
窓
刷
で
検
認
す

う
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
る
方
法

す
。
こ
の
三
つ
の
方
法
を
併
用
し

被
保
険
者
各
自
が
毎
月
、
或
て
、
保
険
料
の
完
〈
に
六
納
入
を

は
三
ケ
月
毎
に
市
役
所
ま
で
出
図
り
た
い
と
思
い
ず
す
・

張
し
印
紙
を
購
入
し
検
認
を
受
矛
一
項
の
納
税
和
合
に
よ
る

け
る
こ
と
は
、
労
力
、
経
出
。
方
法
は
”
市
賑
員
が
三
ヶ
月
毎

拠
出
制
国
民
年
金

取
扱
い
開
始

保
険
料
は
こ
う
し
て
納
め
る

に
組
合
長
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
外
の
人
達
を
対
象
と
し
て
行
う

場
で
印
紙
を
売
捌
き
、
検
認
を
方
法
で
、
市
役
所
よ
り
遠
距
離

済
ま
せ
る
方
法
で
被
保
険
者
に
に
当
る
旧
高
岡
地
区
、
秋
山
松

と
っ
て
は
手
数
が
は
ぶ
け
、
し
岡
地
区
を
中
心
に
定
期
的
に
指

か
も
確
実
に
納
付
が
川
米
ろ
蚊
牢
す
る
場
所
に
出
張
し
て
印
紙

も
有
利
な
納
入
糾
繊
で
あ
ろ
う
の
売
捌
き
と
検
認
を
同
時
に
済

と
思
い
玄
す
。
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら

組
合
川
人
新
は
至
急
組
合
長
被
保
険
者
は
現
金
と
手
帳
を
持

さ
ん
に
申
出
て
ご
川
談
の
上
毎
参
し
て
印
紙
を
購
入
し
校
認
を

月
又
は
七
月
、
十
月
、
一
月
、
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
月
の
韮
準
月
毎
に
定
め
ら
れ
矛
三
項
の
窓
口
に
よ
る
方
法

た
保
険
料
か
納
め
て
頂
け
れ
ば
は
市
役
所
に
比
較
的
近
い
人
達

間
違
い
な
く
市
賑
員
が
出
張
し
を
対
象
に
行
う
方
法
で
、
日
曜

て
検
認
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
祭
日
を
除
き
何
時
で
も
現
金
と

直
ち
に
納
入
の
手
続
き
を
済
ま
手
帳
さ
え
持
参
す
れ
ば
検
認
を

せ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

オ
ニ
項
万
市
転
員
の
州
膿
す
こ
の
様
に
国
民
年
金
の
保
険

る
方
法
は
維
税
組
合
加
入
者
以
料
は
印
紙
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
方

Ｌ
ｒ
、
Ｆ
、
ｐ
Ｌ
Ｊ
則
Ｊ
、
＃
‐
，
ｆ
、
ｆ
、
γ
…
よ
，
１
く
７
．
８
噌
込
Ｐ
貼
り
ｒ
、
Ｆ
、
〃
Ｌ
ゐ
げ
、
〃
ｌ
ｂ
Ｉ
〃
、
Ｆ
Ｋ
〃
喝
Ｊ
、
グ
唖
・
ｆ
出
ｒ
Ｌ
ｒ
、
〃
則
り
咽
恩
唖
乃
Ｋ
〃
Ｋ
も
夕
乢
〃
１
″
Ｌ
が
ｆ
、
〆
も
ク
、
夕
、
夕
踏
″
●
、
夕
、
夕
魁
Ｐ
く
み
く
町
で

1

1

1

く
々
：
～
§
、
ｆ
～
ｉ
ｆ
く
ｆ
～
ｑ
，
ｉ
’
勘
剛
刀
く
吟
グ
ー
‐
～
、
，
～
、
く
●
″
、
〃
●
く
く
４
そ
く
５

…~

と

＝

；
、
ぐ
〆
、
，
く
、
易
、
勘
電
、
～
く
く
く
～
ｒ
、
２
！
く
１
４
！
く
：
：
く
Ｉ
Ｋ
馬
ｆ
Ｉ
く
ど
く
く
‐
‐
く
ｒ
…
、
で
利
儀
、
く
ィ
、
く
、
く
？
く
み
●
、
く
，
く
く
く

一
、
有
線
放
送
請
願
者
卜
手
綱
下
区
区
長
瓦
中
卿
川
道
路
袖
修
に
関
す
と
と
し
本
件
は
継
統
審
査
と
す

施
設
簡
市
柿
田
辺
一
郎
外
七
名
る
件
る
。八
、
消
防
ポ
ン
プ
及
び
器
共
悩

助
金
予
算
化
右
件
は
当
初
予
算
に
考
慮
さ
れ
陳
惰
者
大
字
中
戸
川

場
幣
伽
に
関
す
る
件

に
関
す
る
件
て
居
る
の
で
当
局
の
方
針
ど
お
底
長
菊
地
定
男
外
七
名
請
服
者
大
字
上
手
綱
下
区
区
長

陳
情
者
り
執
行
さ
れ
た
い
。
右
件
は
現
地
調
査
の
上
昭
和
三
田
辺
一
郎
外
三
名

高
萩
市
農
輌
放
三
、
杉
内
、
和
野
間
の
農
道
の
十
六
年
庶
予
算
の
許
す
範
囲
内
九
、
汁
五
分
団
オ
三
部
消
防
ポ

ン
プ
整
備
に
関
す
為
請
肌

送
農
業
協
同
組
一
部
及
び
橋
梁
改
修
に
関
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
い
。
言

合
す
る
件
六
、
河
川
改
修
護
岸
工
事
施
行
請
願
者
大
字
上
手
綱
下
区

下
山
田
栄
三
郎
外
九
五
名

組
合
長
理
事
右
件
は
津
設
課
と
連
絡
し
、
失
方
請
願
耆

右
二
件
に
つ
い
て
は
既
に
消
防

岡
本
信
夫
対
事
業
に
折
込
ん
で
実
施
し
諾
請
願
者
大
字
上
手
綱
機
構
の
再
編
成
の
時
期
に
き
て

当
初
予
算
に
三
願
者
の
意
に
そ
う
よ
う
努
力
さ
鈴
木
光
男
外
四
名
お
り
常
備
消
防
設
置
の
構
想
と

○
萬
円
が
計
上
れ
た
い
。
右
は
県
に
お
い
て
施
行
し
て
も
に
ら
柔
合
わ
せ
当
局
に
お
い
て

さ
れ
て
い
る
が
四
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
伴
ら
う
べ
く
当
局
よ
り
土
木
事
務
章
悔
罪
描
輌
群
鄙
塗
礒
総
錆
奉

要
請
額
に
つ
い
ふ
諸
陳
情
書
の
う
ち
所
へ
極
力
仇
き
か
け
を
す
る
よ
査
と
し
た
。

十
、
国
民
健
康
保
険
実
施
に
伴

イ
は
三
六
年
度
１
、
請
求
用
紙
類
の
無
料
交
弓
要
望
す
る
。

う
陳
情
書
の
う
ち

内
に
お
い
て
可
付
に
つ
い
て
七
、
安
艮
川
蛇
沼
及
び
柳
町
地
①
診
療
施
設
に
対
す
る
固

能
な
範
囲
で
迫
２
、
研
究
助
成
費
の
交
付
に
内
都
市
計
画
区
画
整
理
施
定
資
産
税
の
減
免

陳
情
者
高
萩
医
師
会
代
表

加
に
見
込
ま
れ
つ
い
て
行
方
陳
情
書

飯
島
友
雄

る
よ
う
要
望
す
陳
情
者
高
萩
医
師
会
仙
情
者
大
字
安
良
川
区
長
高
萩
歯
科
医
師
会
代
表

る
。
代
表
飯
島
友
雄
岩
間
保
男
外
一
九
名
若
松
政
治

二
、
二
本
瞳
Ⅲ
右
件
に
つ
い
て
は
陳
情
の
趣
旨
右
は
對
局
に
お
い
て
実
地
調
査
右
件
な
地
方
税
法
心
規
定
と
自

新
堰
完
備
に
に
そ
い
か
ね
る
も
の
と
認
め
こ
し
道
略
取
付
け
計
画
を
樹
て
た
蝿
禰
繩
唾
荊
識
竈
卦
砿
諺
挙
翫

関
す
る
件
れ
を
不
採
択
と
し
た
。
後
に
追
っ
て
協
議
決
定
す
る
こ
な
い
も
の
と
認
め
る
。

法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
印
紙
を
手
帳
に
、
は
り
つ

け
た
だ
け
で
は
保
険
料
を
納
付

し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
、

松
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

始
め
て
保
険
料
が
納
入
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
特
に

こ
の
点
注
意
さ
れ
る
様
御
願
い

い
た
し
ま
す
、

年
金

制
度
が
四
月
一
日
よ
り

開
始
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

印
紙
、
尤
捌
郡
務
が
非
常
に
遅

れ
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は

年
金
印
紙
は
五
月
十

五
日
よ
り
寶
捌
を
始

め
ま
す

大
変
御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が

来
る
五
月
十
五
日
よ
り
前
記
の

三
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
印
紙
の

売
棚
を
開
始
い
た
し
ま
す
か
ら

市
役
所
窓
口
を
御
利
用
の
皆
さ

ん
方
は
稲
祉
事
務
所
ま
で
現
金

と
手
帳
を
提
出
願
い
ま
す
。

尚
納
税
組
合
及
び
各
地
域
の

出
張
枕
認
は
別
途
御
連
絡
い
た

し
ま
す
の
で
必
ず
納
入
下
さ
る

様
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

保
険
料
は
必
ず
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
め
て
楽
し
い
年
金
を
一
人

も
れ
な
く
も
ら
え
る
様
に
い
た

し
ま
し
よ
・
う
。
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春
季
交
通
安
全
運
動
が
、
五

月
十
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
全
市
民
が
協
力

し
て
、
高
萩
市
内
か
ら
は
交
通

事
故
に
よ
る
負
傷
者
等
出
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
今
年

の
運
動
で
は
特
に
次
の
こ
と
が

重
点
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

一
、
道
路
を
き
れ
い
に
広
く
し

て
置
く
運
動

県
税
や
市
税
の
多
く
を
使
っ
て

立
派
に
整
備
し
た
道
路
を
狭
く

し
て
歩
行
者
や
、
車
両
の
進
行

を
妥
げ
て
い
る
次
の
よ
う
な
こ

と
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

①
道
に
空
箱
、
土
砂
そ
の
他

の
物
を
置
い
た
ま
ま
に
し

厩
稚.、

を二噌謹
F.E･メ

腱§』 灘灘
鍵 鱗

マ

“

翻

分

宅

”

Ｐ

器

催

粘

里

・

・

！

０

西

田

包

函

鑑

五
月
十
一
日
か
ら

て
お
似
く
こ
と

②
ど
ぶ
の
泥
を
波
っ
て
こ
れ

を
道
路
に
上
げ
た
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と

⑨
道
脇
で
目
測
車
、
自
転
車

の
故
障
修
理
を
や
る
こ
と

⑯
建
築
工
珊
の
跡
始
末
を
し

な
い
で
残
っ
た
資
材
を
放

置
し
て
置
く
こ
と

⑤
商
品
な
ど
を
道
路
ま
で
突

出
し
て
陳
列
し
て
置
く
こ

と

二
、
酒
を
飲
ん
で
車
両
運
転
は

や
め
よ
う

交
通
法
規
の
改
正
で
め
い
て
い

し
な
く
て
も
酒
‘
を
飲
ん
だ
上
で

の
車
両
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
ま

さ
き
ほ
ど
区
長
会
議
を
開
き

自
由
放
牧
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

相
談
致
し
ま
し
た
、
そ
の
結
果

農
業
経
営
上
総
合
的
に
農
家
各

自
の
実
質
的
利
益
に
は
な
ら
な

い
と
云
う
結
論
に
達
し
ま
し
た

自
由
放
牧
は
個
人
的
に
は
利

益
の
こ
と
も
あ
る
で
せ
う
が
、

そ
れ
が
為
に
地
域
住
民
が
被
る

直
接
間
接
的
な
被
害
は
実
に
莫

大
な
も
の
が
あ
り
、
民
主
的
法

治
国
家
に
於
て
は
許
す
こ
と
の

出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

お
互
に
他
人
の
権
利
は
尊
重
し

ま
し
ょ
う

自
由
放
牧
に
よ
っ
て
飼
料
の

し
た
、
運
転
す
る
者
に
酒
を
す

す
め
た
り
、
酒
左
飲
ん
だ
者
に

運
転
を
さ
せ
る
こ
と
は
つ
つ
し

み
ま
し
ょ
う
。

三
、
自
娠
車
の
二
人
乗
り
、
夜

間
無
灯
火
乗
車
は
や
め
ま

し
よ
弓
・

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
般
交
通

上
危
険
な
こ
と
で
あ
り
、
法
規

で
も
重
い
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
歩
行
者
は
右
側
を
歩
き
ま

し
ょ
う

改
正
交
通
法
で
も
歩
行
者
は
右

側
端
を
歩
く
か
、
歩
道
の
あ
る

と
こ
ろ
で
は
歩
道
を
歩
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
、
特
に
中
年

自
由
放
牧

止
め
ま
し
よ
、
７

確
保
す
る
こ
と
も
出
来
た
で
し

ょ
う
が
今
後
は
容
易
で
な
い
こ

と
は
察
し
ま
す
、
そ
れ
が
た
め

に
牧
場
の
改
良
、
草
地
の
造
成

も
充
分
考
え
る
べ
き
で
す
。

今
年
は
共
有
、
個
人
の
別
な

く
力
を
入
れ
る
考
え
で
努
力
し

て
い
ま
す
、
出
来
る
だ
け
早
い

時
期
に
産
業
課
ま
で
申
し
出
で

下
さ
い
。

牧
場
の
整
備
は
勿
論
の
こ
と

飼
料
作
物
に
も
努
力
し
ま
し
よ

』
ｈ
ノ
Ｏ

先
づ
サ
イ
ロ
を
作
り
冬
期
飼

料
の
確
保
に
意
を
注
ぎ
ま
し
ょ

う
。

和
牛
の
先
進
地
に
は
条
件
の

揃
っ
た
地
帯
ば
か
り
は
あ
り
ま

せ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
苦
難
と
斗
っ

て
現
在
の
名
声
方
博
し
て
い
る

の
で
す
。

吾
女
の
郷
土
を
お
互
に
力
を

合
せ
て
明
る
い
環
境
を
作
る
こ

と
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

の
婦
人
方
は
御
注
意
。

五
、
青
空
車
庫
の
一
掃
運
動

車
両
は
買
っ
た
が
置
き
場
所
が

な
い
、
仕
方
が
な
い
か
ら
店
の

前
の
道
路
に
置
く
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
必
ず

道
路
以
外
の
と
こ
ろ
に
格
納
し

半
生
芦
勺
ノ
Ｏ

六
、
持
ち
場
持
ち
場
で
交
通
安

全

市
内
の
各
官
公
將
、
会
社
、
事

業
場
、
商
店
、
組
合
、
各
郡
団

体
等
す
べ
て
車
両
を
特
ち
こ
れ

を
使
い
業
務
を
遂
行
し
て
居
り

ま
す
。
そ
の
転
場
で
、
こ
ぞ
っ

て
安
全
運
動
に
協
力
し
無
事
故

で
業
務
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う
。

（
あ
な
た
が
規
則
を
守
れ
ば

規
則
い
あ
な
た
を
守
る
）

は

鶴

田
や
畑
に
『
ゴ
ミ
』

な
ど
を
す
て
な
い
で

下
さ
い

安
艮
川
よ
り
約
五
十
米
先
、

黒
沢
浩
之
助
さ
ん
の
水
田
に
積

軍
ね
↑
堆
肥
の
上
に
ガ
ラ
ス
瓶

や
茶
わ
ん
カ
ヶ
、
空
か
ん
な
ど

多
趾
の
「
・
コ
ミ
」
が
投
げ
す
て

ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

淵
の
手
も
か
り
た
い
農
繁
期

と
な
り
素
足
で
仇
く
お
百
姓
さ

ん
に
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
で

す
。

お
互
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

月
十
五
日
か
ら

二
十
三
Ｈ
ま
で
環
境
衛
生
強
調

週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

生
活
環
境
を
清
潔
に
し
、
環

境
衛
生
の
向
上
を
は
か
る
た
め

に
、
春
の
大
掃
除
を
中
心
と
し

て
清
掃
、
蚊
、
は
え
、
ね
ず
象

等
の
退
治
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

◇
屋
内
：
：
：
畳
、
敷
物
を
日
光

に
あ
て
る
こ
と
。

◇
物
置
・
・
：
押
入
、
戸
棚
な
と

隅
々
を
よ
く
手
入
し
、
ネ
ズ

調個間環i朝生霊

！ 長
い
冬
ご
も

り
か
ら
解
放
さ

れ
て
、
入
梅
や

夏
の
暑
さ
に
も

負
け
ず
元
気
な

生
活
を
す
る
た

め
に
、
健
康
生

活
の
基
礎
づ
く

り
と
し
て
、
五

き
れ
い
な
環
境

す
こ
や
か
な
生
活

ミ
の
い
る
場
所
を
詮
く
す
る

｝
」
‐
ン
」
Ｏ

天
井
な
ど
の
ク
モ
の
巣
を
と

る
。》

床
下
は
ご
み
を
掃
き
出
し
、
“

換
気
を
充
分
に
す
る
。

室
内
の
採
光
や
、
換
気
を
充

分
に
す
る
。

◇
屋
外
：
：
・
す
ま
い
の
ま
わ
り

に
排
水
設
備
の
な
い
と
こ
ろ

は
承
ぞ
な
ど
を
整
備
し
、
家
庭

汚
水
や
雨
水
が
溜
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

ゴ
ミ
箱
は
必
ず
ブ
タ
を
す
る

汲
取
式
便
所
は
、
汲
取
口
の

ブ
タ
を
完
全
に
し
、
臭
気
抜
き

な
ど
に
恥
金
網
を
つ
け
ハ
エ
の

侵
入
を
防
ぐ
こ
と
。

道
路
の
溝
、
庭
、
住
宅
の
周

辺
の
清
掃
を
行
な
う
こ
と
。
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こ
と
し
も
五
月
十
日
か
ら
の

一
週
間
を
「
愛
鳥
週
間
」
と
し

て
、
全
国
的
に
愛
鳥
運
動
が
展

開
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

野
鳥
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
い

つ
く
し
桑
の
心
の
あ
ら
わ
れ
で

こ
の
気
持
・
を
す
な
お
に
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
が
社
会

生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
に
も

つ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

野
鳥
の
保
護
か

な
ぜ
必
要
か
〃
．

最
近
は
農
作
物
や
森
林
な
ど

建蠅醗壷趣

I
ホ
ト
ト
ギ
ス

は
ち
ょ
う
ど
青

葉
の
季
節
に
南

の
方
か
ら
日
本

の
山
林
地
方
に

と
ん
で
く
る
。

好
ん
で
マ
ツ
ム

シ
や
有
害
な
コ

ン
虫
を
食
べ
る

有
益
な
烏
と
い

え
る
。
古
川
柳

に
「
あ
の
声
で

ト
カ
ゲ
食
う
か

や
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
な
ど
と
あ

る
く
ら
い
大
へ

ん
な
悪
食
な
の

だ
が
、
そ
れ
が

ま
た
人
間
や
植

農の
害
虫
が
非
常
に
多
く
な
っ
て

お
り
、
こ
の
害
虫
を
躯
除
す
る

た
め
の
背
川
が
多
額
に
な
っ
て

き
て
い
生
す
。

こ
の
ば
く
だ
い
な
被
害
を
も

つ
と
も
自
然
に
し
か
も
効
果
的

に
防
止
す
る
方
法
と
し
て
は
、

野
鳥
の
食
性
を
利
用
し
て
害
虫

類
を
駆
除
す
る
こ
と
で
す
〉

一
般
の
か
た
は
野
鳥
が
ど
の

く
ら
い
害
虫
を
食
べ
て
い
る
か

知
ら
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
一
羽
は
一
日
に

三
三
○
匹
、
ム
ク
ド
リ
は
五
七

○
匹
を
捕
食
す
る
と
い
わ
れ
ま

た
農
家
の
嫌
わ
れ
も
の
の
ス
ズ

物
の
た
め
に
役
立
つ
わ
け
で
あ
れ
そ
の
た
め
に
ノ
ド
か
ら
血
を

る
。
吐
く
と
い
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る

も
と
恥
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
生
「
泣
い
て
血
を
吐
く
ホ
ト
ト
ギ

活
力
の
肝
朧
な
鳥
な
の
で
あ
る
ス
」
の
伝
説
と
な
っ
て
あ
ら
わ

が
、
詩
歌
に
う
た
わ
れ
た
ホ
ト
れ
た
も
の
で
あ
る
わ
が
国
で
は

ト
ギ
ス
は
い
ず
れ
恥
悲
劇
的
な
徳
富
蘆
花
の
箱
小
説
「
ほ
と
と

因
縁
性
が
多
い
。
こ
れ
は
、
一
ぎ
す
」
の
武
夫
と
浪
子
の
悲
恋

つ
は
他
の
「
言
・
・
ｉ
Ｉ
１
・
‘
ｉ
ｌ
…
ｉ
１
ゞ
』
・
●
１
１
二
ｉ
Ｉ
ｌ
二
・
ｉ
１
－
物
語
で
一

烏
と
進
呈
ホ
‘
ｒ
ト
キ
ス
の
話
暫
く
悲
鳥

て
夜
間
に
－
１
豐
ｉ
１
言
・
・
ｉ
１
劃
ｉ
１
爵
ｉ
ｌ
↑
ｉ
ｌ
ｉ
」
の
名
を
ほ

鳴
き
な
が
ら
と
ぶ
習
性
の
あ
る
し
い
ま
ま
に
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
と
、
あ
の
独
得
の
す
る
ど
し
か
し
、
こ
の
烏
の
本
性
は
さ

い
鳴
き
声
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
き
も
い
っ
た
よ
う
に
生
活
力

ろ
う
。
昔
か
ら
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
は
強
く
、
と
く
に
そ
の
ヒ
ナ
の

「
八
千
万
声
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
育
て
方
が
ま
こ
と
に
ふ
る
っ
て

と
か
．
日
四
万
八
声
鳴
か
な
い
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
普
通
ウ

け
れ
ば
気
が
す
ま
い
鳥
」
と
さ
グ
イ
ス
の
巣
の
中
に
こ
っ
そ
り

5

十
日
か
ら

が
伽

い
が
惑
う
″

愛
烏
週
間

メ
で
さ
え
鴫
秋
の
収
碓
期
を
除

い
て
ば
年
中
こ
ん
虫
類
を
主
食

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
作
物

の
生
育
に
つ
く
す
利
益
は
そ
の

及
ぼ
す
害
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
い
も
の
だ
と
云
れ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
野
鳥
は
農
作
物

の
生
育
に
つ
く
し
て
い
ま
す
が

し
か
し
、
最
近
社
会
状
況
の
変

化
に
よ
っ
て
野
鳥
類
の
住
む
山

や
原
野
な
ど
が
年
々
少
な
く
な

っ
て
き
た
た
め
に
、
野
鳥
の
数

＄
年
と
と
も
に
減
少
し
て
お
り

ま
す
。野

鳥
を
ふ
や
す
に

は
ど
う
す
る
か
／
，

で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う

に
し
て
野
胤
の
保
誰
や
墹
伽
に

少
３
＄
も
心
？
〃
抄
？
？
３
ヶ
、
ぐ
ぐ
く
く
く
く

卵
を
朧
む
。
卵
Ｄ
色
は
ウ
グ
イ

ス
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
い
る
し

大
き
さ
も
、
ち
ょ
っ
と
大
き

い
く
ら
い
な
の
で
、
ウ
グ
イ
ス

は
自
分
の
卵
と
い
っ
し
ょ
に
あ

た
た
め
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
卵

は
ウ
グ
イ
ス
の
卵
よ
り
早
く
ヒ

ナ
に
か
え
る
が
、
そ
う
す
る
と

こ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
ヒ
ナ
は
自

分
の
背
中
で
ウ
グ
イ
ス
ノ
卵
を

巣
の
外
に
押
し
出
し
て
－
ま
い

自
分
だ
け
が
の
う
の
う
と
ウ
ク

イ
ス
の
母
親
の
餌
を
独
占
し
て

生
長
す
る
。
餌
を
運
ん
だ
ウ
グ

イ
ス
の
丹
親
が
自
分
よ
り
体
の

大
き
い
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
ク
チ
バ

シ
の
中
に
餌
を
つ
っ
こ
ん
で
い

る
は
ま
こ
と
に
哀
れ
で
あ
る
、

つ
ま
り
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
か
ら

ま
る
悲
し
い
因
縁
性
は
人
間
の

か
っ
て
な
創
作
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
と
に
か
く
わ
が
国
で
は
や

は
り
青
葉
の
候
の
心
よ
い
鳥
と

し
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

手
だ
す
け
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
入
場
券
の
半
片
を
受
取
る
と

ま
し
よ
弓
。
ぎ
は
入
場
税
を
納
め
た
大
切
な

⑩
ま
づ
掛
恥
に
籾
し
ゑ
、
野
し
る
し
で
す
。

鳥
を
知
る
こ
と

◎
三
月
決
算
法
人
の

②
粟
紺
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

申
告
と
納
税
は
…

③
保
謹
の
法
令
を
よ
く
守
る

五
月
末
日
限
り
て
す

こ
と

＄
、
ｒ
タ
ヒ
〃
恥
Ｊ
、
＃
曲
ｒ
〃
、
？
〃
Ｉ
＃
出
く
ノ
リ
で
ノ
刀
通
で
〃
刀
Ｒ
ｊ
Ｅ
で
ノ
、
で
〃
団
く
げ
丹
、
心
、
ト
ｒ
〃
ｈ
う
ふ
く
ざ
ク
ル
’
、
、
～

卵
を
箙
む
。
卵
Ｄ
色
は
ゥ
グ
ィ
よ
い
子
の

ス
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
い
る
し

大
き
さ
も
、
ち
ょ
っ
と
大
き
市
役
所
見
学

い
く
ら
い
な
の
で
、
ウ
グ
イ
ス

高
萩
小
、
東
小
学
校
の
六
年

吋
嘩
出
癖
鋤
唖
州
牢
舛
粋
唖
恥
酔
極
辨
飛
排
吟
稚
岬
睡
郵
池
与

垂
唖
赫
喰
踊
隷
評
罹
》
国
封
障
壁
評
罐
硫
麺
仙
幟
峰
蓉
砒
蔀
妬
内

強

◎
映
画
舘
等
へ
の
入

場
の
際
は
入
場
券

の
竿
片
を
受
取
り

ま
し
よ
う

に
支
障
を
米
し
国
の
財
政
を

危
く
し
保
健
衛
生
上
も
有
害

病
」
季
ｄ
ノ
０

蕊蕊謹

◎
止
め
ま

し
よ
－
つ

有
害
な

お
酒
の

密
造
は

お
酒
の
密
造
は

国
の
法
律
を
犯

し
、
食
糊
脊
理

健
康
に
は
肉
体
的
な
点
の
み
で

な
く
精
神
的
に
ま
た
社
会
的
に

完
全
な
状
態
で
あ
る
こ
と
で
、

粘
神
術
生
と
は
精
神
の
病
気
や

欠
陥
を
予
防
し
治
療
を
す
る
こ

と
で
精
神
を
健
康
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
精
神
病
に
は
遺

伝
性
の
も
の
や
精
神
分
裂
病

（
早
発
性
痴
呆
）
ユ
ー
ウ
ッ
病

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
夜
尿
症
、
テ
ン

ヵ
ン
、
精
神
薄
弱
、
性
格
異
常

等
非
常
に
多
く
こ
ん
な
病
気
で

悩
ん
で
い
る
方
の
相
談
・
夛
次
に

よ
り
実
施
し
ま
す
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

相
談
日
時

昭
和
郷
年
５
月
”
日

午
前
Ⅱ
よ
り
Ｉ

午
後
３
時
ま
で

場
所
高
萩
保
健
所

医
師

茨
城
県
精
神
術
生
相
談
所
長

伊
藤
圭
一
先
生

福
祗
年
金
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
へ
／
，

六
月
一
日
よ
り
六
月
三
十
日

所
得
状
況
届
を
必
ず
提
出
し
て

下
さ
い
。

現
在
老
令
障
害
母
子
の
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
人
は
す
べ
て

昭
和
三
十
五
年
分
の
所
得
額
に

よ
り
今
年
の
五
月
か
ら
来
年
の

四
月
ま
で
の
分
を
支
給
す
る
か

ど
う
か
決
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
届
を
出
し
ま
せ
ん
と
五
月

以
降
の
分
の
年
金
は
支
払
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら

必
ず
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

用
紙
や
一
記
入
の
方
法
等
は
御
指

導
し
ま
す
国
民
年
金
証
書
と
印

鑑
を
必
ず
御
持
下
さ
い
。

精
神
衛
生
相
談

巡
回
に
つ
て

口
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